
　　　　　　発達の段階を考慮した環境学習

　環境教育・環境学習は，幼児から高齢者までのあらゆる年齢層に対して体系的に行われることが
求められており，それぞれの発達段階を考慮して進めることが大切です。特に，発達の段階に応じて，
「親しむ」→「知る」→「行動する」へ比重を変えて行くことが有効となります。
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